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ご挨拶

学校法人日本医科大学　日本医科大学　学長
代表機関　総括責任者

弦間 昭彦

形成されつつある強い基盤を
多様性に富んだ人材のさらなる活躍に活かす

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）5年目の今年度、本学の入学者における女性の割合は初めて5
割を超えました。本事業では、卒業後社会で活躍する医師・研究者として成長していただく環境づくりを使命の一つ
と考え、多様性に富んだ人材の研究環境づくり、教員選考制度の見直しや職位の新設を行い、女性医師・研究者が活
躍出来る大学としての整備を行なってきました。女性上位職の増加から、これまでの取り組みが実を結びつつあるこ
と、そしてポジティブアクション等の取り組みの重みを実感しています。
2023年度は、若手研究者育成に効果のある支援とするため研究支援員配置制度の対象を助教・ポスドクターに変更し、
多様な研究者が議論する場を提供するため、第4回女性若手研究者キャリアデザインプロジェクトでは早稲田大学か
らの参加を迎えるなど、培った取り組みを成熟させる企画が実現出来た年となりました。さらに、同事業「女性リー
ダー育成型」との相互作用により、組織内でのダイバーシティ研究環境実現への意識醸成は一層促進しました。
次年度は本事業の最終年度となります。連携機関と協力して充実した成果をあげるべく若手研究者育成に力点を置い
た戦略などを加えた活動をして参ります。皆様におかれましては引き続き、ご指導・ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

学校法人日本医科大学　日本獣医生命科学大学　学長
共同実施機関　総括責任者

鈴木 浩悦

支援で女性を育て、ロールモデルを人材確保に繋げる

5年目を迎えるダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）は、研究支援員の配置や共同研究の支援などの
様々な取組を通じて、本学において女性教員の研究力を向上させています。さらに、新たに開始した「育成型」と連
動し、女性教員比率と女性管理職比率の上昇へと実を結び始めています。今後、この取組が関係各所に周知されるこ
とで、優秀な女性研究者の獲得に繋がることを期待しています。2023年度の教員採用数は助教2名、教授1名と少数
でしたが、大学戦略会議や教員選考委員会を通じて具体的な数値目標の達成を目指すことで、女性教員採用比率は
100％となり、女性教員比率は約25％に達しています。
また、2023年度は社会で活躍している本学卒業の女性研究者を招致し、女子学生向けのシンポジウムを開催しまし
た。登壇した卒業生からは、研究の楽しさや仕事と生活の両立など、様々な話題が提供され、聴講した女子学生と活
発な質疑が行われました。農学や獣医学分野では研究者を目指す女子学生が少なく、それを好転させるためには、ロ
ールモデルが必要です。シンポジウムに参加した女子学生にとっては、具体的に進路を考える上での良い機会となり
ました。また、教員にとっても、社会における女性の卒業生の活躍を知る良い機会となり、大きな励みとなりました。
今年度も引き続き、様々な取組を進めながら、女性教員の採用を積極的に進めていく方針です。

共同実施機関　総括責任者

𠮷田 南音

産学連携でのキャリア形成のイノベーションを目指して

アンファー株式会社は『自分を より「美しく」「健やかに」することを通じ、人生を より「愉しく」したい人を増や
すこと』という企業理念の更なる実現のため、提携クリニックや大学病院、研究者の方々との強固な連携を持ち、社
会的意義を出しながら事業拡大を進めております。さまざまなライフステージにいる患者さま・お客さま一人ひとり
が自身の目指す状態に近づけるサポートとして医学をもとにしたサービス・プロダクトを提供しております。当社は
半数以上が20 代、30代という若い社員の構成ということもあり、ジェンダー平等の視点をくわえた、社員の能力を
十分発揮できる環境の実現に向け「教育」「支援」「整備」を3つの重点課題とし組織の有り様の変革を進めております。
女性、男性、役職問わず育児休業取得や在宅勤務、時短勤務などフレキシブルに働ける環境づくりもその一環であり、
仕事と家庭の両立の実現を目指しております。
このプロジェクトを通じ産学連携することにより、新たな視点での人材育成の考えを取り入れるとともに、当社の取
り組みが大学での働き方やキャリア形成の一助になれることを期待しております。

アンファー株式会社　代表取締役
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代表機関	 学校法人日本医科大学 日本医科大学
総括責任者名　	 学長　弦間 昭彦
共同実施機関名	 学校法人日本医科大学 日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社
実施予定期間	 2019年度～2024年度

目標・行動計画の設定
【目標】
１．女性研究者の研究力の向上・産学連携の促進
２．女性研究者の上位職への登用促進
３．社会全体としてのダイバーシティ環境の実現
生命科学領域における基礎研究を推進し、癌や生活習慣病をはじめとした加齢関連疾患の病因・病態の解明に
貢献する。また、産学間で連携して、臨床応用を視野に入れたトランスレーショナルリサーチを推進し、新規
治療・予防戦略を確立し、未来型医療を先導する。以て、女性研究者の研究力を伸ばし、上位職への登用を促
進する。並行して、ひろく地域社会に「いのちのつながり」を学ぶ機会を提供することにより、地域との連携
を強化し、ダイバーシティ意識を根付かせ、次世代の研究者を育成することを目標とする。

【行動計画】
１．「いのちのつながり」を柱とした共同研究の推進と女性・若手研究者キャリア支援
女性・若手研究者の細やかな視点で「いのち」を捉え、病因・病態の解明や疾病の予防、健康寿命の延伸を主
眼においた基礎研究や、産学連携研究を推進する。科学技術研究費補助金（科研費）を含む、外部資金の獲得を
1.2 倍に増加させ、独立した研究環境を構築できるよう支援する。

２．上位職への登用促進に向けたキャリアアップ
本事業を通じ、学位を取得した若手研究者は7年以内に准教授・ 講師の職につき、更に実績を重ね学内外の教
授職を目指すことを支援する。2019年度は、女性教授は約6.6%であったが、2024年度には13.2%を目標とす
る。准教授・講師についても2019 年度10.4%から2024 年度12.5%以上にすることを目標とする。

３．地域との連携によるダイバーシティ研究環境の実現
「いのちのつながり」をテーマとした出張授業など、地域に向けたアウトリーチ活動を10回/年以上実施し、多
様なヒト（成人、子ども、高齢者）や動物の共生が可能なダイバーシティ環境を構築する。活動を通じ、ダイバ
ーシティに対する人々の関心を高め、適正なワーク・ライフ・バランスの実現や、研究者をとりまく家庭や職
場のしあわせキャリアの向上と、「ダイバーシティ研究環境」の実現に繋げる。

４．グローバル人材の育成
海外からの研究者・留学生の人数を2019年度・13人から2024 年度までに1.5倍以上に増加させる。外国人研究
者を交えた定期的な勉強会を開催し、グローバル人材を育成する。

１章　事業概要

1　目標・行動計画および取り組みの概要
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取り組みの概要
１．「いのちのつながり」を柱とした研究の推進と女性・若手研究者キャリア支援
女性・若手研究者の視点で生命現象を捉え、病因・病態の解明や疾病予防、健康寿命の延伸を主眼においた研
究を推進する。産学連携を支援し、研究成果の早期実用化を促す。リーダーシップ養成セミナーを共催し、学
協会における理事・会長への就任、政府諮問機関等への参画を目指せる人材を育成するとともに、上位職への
登用を行う。

２．「いのちのつながり」 講座によるワーク・ライフ・バランス意識改革
種の多様性は生態系の安定に必須である。生命科学研究に取り組む女性・若手研究者が、一般社会に向けたア
ウトリーチ活動を通じて「いのちのつながり」がダイバーシティの具現化に必須であることを解説し、ワーク・
ライフ・バランスの意識を高める。これらの取組を通じ、多様なヒトと動物、環境の多様な生命との共生を目
指す、一歩進んだダイバーシティ環境の実現を目指す。

日本医科大学と日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社による「One Health 実行委員会」 を設置し、地
域との連携強化、次世代研究者育成の加速を目指し、産学連携のダイバーシティ研究環境整備と女性上位職登
用に向けて取り組みを実施する。「One Health 実行委員会」は、各連携機関の実施責任者を含む6名の委員と、
学長、研究部長等によって構成される。「One Health実行委員会」は、学校法人日本医科大学　しあわせキャ
リア支援センターと各共同実施機関とのネットワークを密にし、多様な人材のキャリア形成や現場のニーズに
即した支援体制を構築する。

代表機関および共同実施機関内においては、各機関内に設置されているダイバーシティ推進委員会、研究推進
課、および学校法人日本医科大学の知的財産推進センター、ICT推進センター、国際交流センターなどとの連
携のもとに事業を推進する。

2　実施体制
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本事業による女性・若手研究者の育成、ならびにダイバーシティ研究環境の構築に向けた支援の成果として、
2024年度には各機関における女性研究者の在職比率を以下の通りとすることを目標とする。

【事業の目的】　
日本医科大学
生命科学領域における基礎研究を推進し、癌や生活習慣病をはじめとした加齢関連疾患の病因・病態の解明に
貢献する。また、産学間で連携して、臨床応用を視野に入れたトランスレーショナルリサーチを推進し、新規
治療・予防戦略を確立し、未来型医療を先導する。医学部教授の選考基準の見直しや教育担当講師の配置など
の取り組みを継続し、女性研究者の高い離職率の原因分析準備を行い、女性研究者の研究力を伸ばし、上位職
への登用を促進する。並行して、ひろく地域社会に「いのちのつながり」を学ぶ機会を提供することにより、
地域との連携を強化し、ダイバーシティ意識を根付かせ、次世代の研究者を育成することを目的とする。

日本獣医生命科学大学
本学へ入学する学生の６割以上が女子であるが、本学に在籍する女性教員数は日本の農学系の数値を若干上回
る程度であるため、研究力のある女性教員そのものの数を増加させることが重要である。女性教員の研究環境
が整備されることで、女子学生もキャリアデザインを広げ、良好なキャリアパスをイメージでき、大学院への
進学率向上につながる好循環が誕生する可能性がある。そこで本学では中長期計画に男女共同参画推進を掲げ、
全学的なダイバーシティ研究環境の実現に向けて力を入れているが、さらに本事業を通じてOne Health実行
委員会を共同で運営し、次世代の研究者を育成し、ダイバーシティ環境の一層の促進を図ることを目的とする。

アンファー株式会社
日本医科大学と日本獣医生命科学大学との共同研究を推進し、女性研究者が活躍できる環境を築くための課題
解決に向けた事例や、具体的な方策と手段を共有するために、One Health実行委員会の下、セミナーを開催
する等して連携を強化し、次世代を牽引する女性研究者の育成に貢献する。

【実施内容】
代表機関である日本医科大学と、共同実施機関である日本獣医生命科学大学とアンファー株式会社と協働して
取り組む。

3　各機関の数値目標

4　2023 年度 事業計画

事業目標
日本医科大学

（代表機関）

日本獣医生命科学大学
（共同実施機関）

アンファー株式会社
（共同実施機関）

女性研究者採用比率
2019年度 35%
2024年度 35%

2019年度 50%
2024年度 50%

2019年度 50%
2024年度 67%

女性研究者在職比率
2019年度 26%
2024年度 30%

2019年度 21%
2024年度 27%

2019年度 59%
2024年度 60%

教授（管理職）比率
2019年度 7%
2024年度 13%

2019年度 15%
2024年度 20%

2019年度 33%
2024年度 40%
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1	 ダイバーシティ研究環境整備のための取り組み

2	 女性研究者の研究力向上のための取り組みと 
	 それに通じたリーダー育成のための取り組み

3	 女性研究者の上位職への積極的登用に向けた取り組み

1）	 保育支援制度の整備　　　	

2）	 時間短縮勤務制度利用者のキャリア継続支援　	

3）	 研究支援員配置制度の実施　　	

4）	 女性研究者を代表とする共同研究費補助　　	

5）	 女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクトの実施　	

6）	 ダイバーシティ意識醸成のためのセミナー等の開催　	

8）	 地域との連携強化・次世代研究者育成　　	

9）　  他機関との協力体制の構築

10）	 女子学生向けキャリアパス支援の取り組み　　	

11）	 情報発信

　　	 	

1）	 産学横断型キャリア相談室/メンター制度	

2）	 研究力向上に向けた留学支援の促進　　	

3）	 外部研究費獲得に向けた支援

4）	 女性研究者の研究力強化に向けた支援　　	

5）	 リーダーシップ養成セミナー等の開催　　	

　	

1）	 講師（教育担当）および准教授（教育担当）の登用　　	

2)	 学長による学内重要会議でのプレゼンテーション

3)	 学長と分野責任者による戦略会議

4)	 女性女医職候補者のコンサルティング機会の企画

5）	 グローバル人材の育成　　	

医…日本医科大学　獣…日本獣医生命科学大学　ア…アンファー株式会社

医

医

医

医

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣

医・獣

医・獣

医・獣

医・獣・ア

医・獣・ア

獣

獣

獣

獣

獣

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア
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日本医科大学、日本獣医生命科学大学では妊娠・出産、育児、介護などのライフイベントにある女性研究者の
研究活動の維持と促進を図るため、2019年度から研究支援員配置制度を導入した。1週間当たり最大20時間の
支援を受けることができる。研究者は研究支援員から実験補助、データ解析など研究に必要な業務の支援を受
けることができる。

【対象者】	
日本医科大学、日本獣医生命科学大学に所属する常勤の女性研究者（助教、ポストドクター）で、
以下①～④のいずれかに該当する方
① 妊娠：母子手帳取得後、産休前まで
② 育児：小学校6年生までの子を養育している方
③ 介護：要支援または要介護の認定を受けている家族の介護をしている方
④ その他、上記理由に準ずるライフイベントにより、充分な研究活動が出来ないと認められる方
※ライフイベントのある男性研究者も対象としている

【研究支援員の勤務時間等】
週に最大 20 時間まで。研究支援員の雇用は大学で行い、経費も全額負担する。

【2023年度　支援実績】
日本医科大学　		  　3名
日本獣医生命科学大学	 　2名

【研究成果発表会】
2022年度（一部2021年度）の本制度および共同研究の研究費補助の支援を受けた研究者による研究成果発表会
を次の通り開催した。
日本医科大学　		  2023年9月21日（木）15:00 ～ 17:35 　オンライン
			   発表者 9名（研究支援員配置制度 5名、共同研究 4名）
日本獣医生命科学大学	 2023年10月4日（水） 10:20~14:45　　B315教室
			   発表者 6名（研究支援員配置制度 3名、共同研究 3名）

1-1：研究支援員配置制度

1:ダイバーシティ研究環境整備のための取り組み
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日本医科大学

●　ライフイベントでは毎日お弁当作りが必要とな
り、 また当直業務が発生したため、 前年度よりも多
忙となったが、 研究支援員と密に連 携を取り毎日少
しずつup dateすることで、 多数の学会発表と論文
執筆をする ことが可能となった。 また、 研究手技
としてリアルタイム PCR も獲得できたため、 より
研究内容が重厚になったと思われる。
これらの業績を蓄積し、 リーダー的存在に成長し、 
日本医大を筆頭に社会を牽引すること。 また、 臨床
のためになる研究を行い、多くの患者を救うことを
可能としたい。
マウス、試薬の管理、臨床データの入力等、1人で
はできないことばかりなので、大変助かった。実
際、 臨床を抜けてマウス室への出入りは難しいの
で、 研究支援員がいない状態では、 マウスなどを扱
う動物実験は難しいと思われる。また、 研究を遂行
する中で、 相談する人がいる状況も研究内容が発展
する可能性があり、 その意味でも有り難く、 更なる
精進を目指していく所存である。

●　日々外来・病棟業務に追われる中においても 研
究を少しずつ前進できたことは、研究支援員また本
制度をサポートくださっている皆様のお力添えあっ
てのことと大変感謝しております。
他方、病院業務と併行して支援員の方と打合せを行
う時間の確保には難渋し、改善を要する事項であっ
たと考えております。
本制度がなければ研究を進めることは難しく、ご支
援いただいた研究結果について引き続き前進させ、
学会および論文発表をめざして参ります。
なお、病棟業務がある中で研究に充てる時間（文献
検索・解析・打合せ）や他の研究者との研究スペー
スの共用については依然難しいと感じる場面が多く
課題であると感じた次第です。

日本獣医生命科学大学

●　支援員配置により、研究のみならず、間接的に
研究者であるパートナー（共働き）の負担も減らす
ことができ、ワークライフバランス充実を図れたと
感じた。
今後ますますこうした取り組みが広がっていくこと
を期待している。

●　例年、実習・授業・学生面談や研究室活動等、
業務が非常に多く、自身の研究時間の確保が困難だ
った。一方で業績が求めれられるポストのため、精
神的負担も大きかった。支援員配置により負担は一
部解消できた。また、学生が支援員の近くで実験操
作を行う際、学生を気にかけてサポートする場面も
あり、学生指導の負担も軽減した。さらに、毎年同
じ支援員を配置できたことで信頼関係が構築され、
意見交換し合いながら研究を遂行できるようになっ
たことも大きな成果だった。

2023年度に支援を受けた研究者の意見
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日本医科大学、日本獣医生命科学大学に所属する女性研究者が代表となる医学・生命科学領域の共同研究を公
募し補助する制度で、共同研究にかかる研究費として1件につき100万円を補助する。

1-2：女性研究者を代表とする共同研究への研究費の補助

【申請資格者】	
申請者（研究代表者）は、日本医科大学、日本獣医生命科学大学に所属する女性教員・研究者（助教以上）

【研究組織】	
連携機関（日本医科大学・日本獣医生命科学大学・アンファー株式会社）のうち
２機関以上の共同研究者による共同研究
人数の制限はない

【補助金額】	
1件100万円　（研究代表者の他、代表者と同じ機関に所属する共同研究者のみ使用可）

【2023年度　支援実績】
日本医科大学　		  　2件
日本獣医生命科学大学	 　3件
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日本医科大学の共同研究

神田 奈緒子 教授 千葉北総病院・
皮膚科

可溶性食物繊維イヌリンが
乾癬を抑制する機構の解明

日本医科大学 5名　
日本獣医生命科学大学 1名

藤原 めぐみ 助教 形態解析研究室 ダウン症の若年性アルツハ
イマー病に対する神経細胞
内ATP増強効果を検証する

日本医科大学2名
日本獣医生命科学大学１名

研究代表者氏名 職名 所属 研究題目 共同研究者
　2023年度採択  　2件

日本獣医生命科学大学の共同研究

研究代表者氏名 職名 所属 研究題目 共同研究者
　2023年度採択  　3件

小竹 佐知子 教授 応用生命科学部 
食品科学科 
食品工学教室

高齢者喫食行動の特徴と食
品フレーバーリリースへの
影響 ー味成分を中心にー

日本獣医生命科学大学 4名
日本医科大学2名

藤原 亜紀 准教授 獣医学部
獣医学科
獣医放射線学
研究室

猫の鼻腔疾患における鼻腔細
菌叢の評価および犬の鼻腔疾
患との比較検討

日本獣医生命科学大学 4名
日本医科大学 1名

町田 雪乃 講師 獣医学部 
獣医学科 
獣医病理学研究室

イヌの肝細胞癌のオルガノ
イドバンクの構築および新
規治療法の開発

日本獣医生命科学大学 2名
日本医科大学１名
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日本医科大学、日本獣医生命科学大学に所属する研究者に対し、研究活動と育児との両立を支援するため、業
務上やむを得ない理由により、夜間・早朝保育、休日保育、病児・病後児保育を利用する際に、その利用料金
の一部を補助する。

【支援対象者】
研究に従事する専任教員およびポストドクターで、小学校６年生までの子を養育している者
※男性研究者にあっては、配偶者が大学、大学共同利用機関、独立行政法人又は企業等で雇用されている研究に従事する者である場合に限る

【支援対象となる保育等】
研究者が業務上やむを得ない理由により、夜間・早朝保育、休日保育、病児・病後児保育が必要となり、保育
施設又はベビーシッター会社および市区町村で行っているファミリー・サポート・センターのサービスを利用
した場合に、本制度による支援対象とする。

【補助額】
支援対象となる保育等の利用に係る利用料金（登録料、交通費、キャンセル料等は除く）とし、子1人あたり上
限額（年度）2万円までとする。

【2023年度利用実績】
日本医科大学　		   　2名
日本獣医生命科学大学	     0名　

日本医科大学における短時間勤務女性医師の任用制度※利用者への支援を実施している。この制度を利用する
育児中の女性医師が、通常の就業形態への復帰など、自分の描くキャリア形成実現を支援する。
※女性医師の出産、育児からの復職を支援し、将来のキャリア形成及びその維持に寄与することを目的とした制度

【2023年度実績】
　　　面談の実施　新規　6名

1-3：病児・病後児および休日勤務時等の保育支援制度

1-4：時間短縮勤務制度利用者のキャリア継続支援
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本プロジェクトで女性・若手研究者が集い、共同研究について学び、ディスカッションすることで、異なる所
属・分野の間で新たな人脈が生まれ、実際の共同研究への種となります。多くの女性・若手研究者が参加し、
今後のキャリア形成の一助となることを目的とする。

【対象者】
日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社、早稲田大学、東京理科大学に所属する
女性研究者、男性研究者※、ポストドクター、大学院生
※男性研究者は40歳未満がのぞましいが限定はしない

【概要】
第4回女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクト　～共同研究に関するワークショップ～

日時 2023年11月29日（水） 16:00 ～ 19:00
会場 日本医科大学 教育棟講堂 （東京都文京区千駄木１丁目１−５）
内容 1.基調講演 講師 細谷 紀子氏
　　　東京大学大学院医学系研究科 疾患生命工学センター 放射線分子医学部門 准教授
　　 2.グループワーク テーマ：共同研究
        3.発表と質疑・講評
        4.懇親会

【グループワークの方法】	
1）募集時に参加者ご自身の専門分野やスキルなどを知らせる。
2）事務局で各4 名程度のグループを作る。
3）グループごとに構成メンバーでの仮想の共同研究テーマを決め、ワークショップまでにおおまかな構想を考
える。
4）ワークショップ当日は、メンバーが実際に顔を合わせて発表に向けてのまとめ作業のあと、共同研究プラン
を発表する。

【スケジュール】	
参加募集期間 			   2023年9 月11 日（月）～ 9 月29 日（金）
選考結果とグループ通知 		  2023年10 月10 日（火）
共同研究テーマの検討期間	 2023年10 月10 日（火）～ 10 月27 日（金）
共同研究テーマ通知 		  2023年10 月31 日（火)
ワークショップ準備期間		  2023年10 月31 日（火) ～ 11 月28 日（火）
ワークショップ			   2023年11 月29 日（水）16:00 ～ 19:00

【参加者】
22名　
男性  4名　   女性  18名　
日本医科大学  13名　日本獣医生命科学大学  4名　アンファー株式会社  3名、早稲田大学2名
准教授1名、講師7名、助教5名、ポスドク3名　大学院生3名　他3名

1-5：女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクト
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【日時】　2023年11月29日（水）　16:00 ～ 19:00
【会場】　日本医科大学 教育棟講義室

【参加者】　メンバー 22名　
【プログラム】
挨拶		  弦間 昭彦　日本医科大学 学長
		   鈴木 浩悦　日本獣医生命科学大学 学長
基調講演	  細谷 紀子 氏
		  「医学におけるライフワークを追い求めて 
		    ～サステナブルな研究の発展のために～」
		   東京大学大学院医学系研究科附属疾患生命工学センター 准教授
グループワーク
成果発表
　グループ１「共役リノール酸を高めた牛肉の生産およびその摂取によるヒト肥満の改善」
　グループ２「急性ストレス負荷が加齢関連イベントに及ぼす影響の解析 ークローン性造血をターゲットし
		  　　 た予防医学を目指してー」
　グループ３「組織スライス培養モデルを用いた免疫チェックポイント阻害薬の 新たな効果予測因子/有害事  
                       象関連因子の同定」
　グループ４「不妊・不育症の原因となる 自己免疫応答における マクロファージ動態のPETイメージングに
　　　　　　   よる可視化」
　グループ５「ヒトと犬における認知症と性ホルモンに関するトランスレーショナルリサーチ」
講評		 植木 美希　日本獣医生命科学大学 教授
懇親会
本プロジェクトの詳細報告および発表会の動画はウェブサイトに掲載している
URL　https://one-health.jp/report/4100/

ワークショップ

プロジェクト参加メンバーの意見

細谷先生の講演から
●二人のお子様を育てながら、信念をもって仕事を
続けてこられた姿に共感を覚えると共に、私自身も
頑張ろうと強く思いました。

●生涯取り組む研究テーマを基に、ライフバランス
を組み立てて、選択していくという点がとても感
銘を受けました。

●自分の興味・関心のあることを追求することが、
研究者として研究活動を続けていくうえで如何に
大切なことか、よく解りました。

ワークショップに参加して
●異なる分野の先生方と自由な発想でディスカッシ
ョンする事ができ、研究の本質的な楽しみを改
めて実感することができました。

●異分野の先生とのコラボが大変な部分もありました
が、事前ミーティングを重ねるうちに意見を出
し合い、良い解決策が見つかりました。

●分野の違う方々と交流でき、共同研究のきっかけに
なるような場を経験できたことが非常に有意
義でした。

●着眼点が各グループ異なっており、実現可能であれ
ばとても興味深いプロジェクトになりそうだと
感じた。

●コンパクトな会でしたので、両大学の学長と直接お
話する機会に恵まれ、大変有意義でした。直接お目に
掛かって各先生方とお話出来ましたので、人となりが
良く判り、楽しい時間を過ごせました。
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2023年6月27日ダイバーシティ推進講演会を開催した。日本医科大学をご卒業後、第一線で活躍を続けてい
る滝田先生の歩まれているキャリア、お仕事へのビジョンなどをお話しいただいた。

【日時】　2023年6月27日（火）　16:30-18:30
【会場】　日本医科大学橘桜ホール
【対象】　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、
　　　　アンファー株式会社に所属する教職員・学生・大学院生
【出席】　48名
【内容】
１．挨拶　弦間 昭彦　日本医科大学 学長
２．講演　「新しい扉をこじ開けた先に~Physician Scientistの薦め~」
	 滝田 順子氏　京都大学大学院医学研究科 発達小児科学 教授	
３．質疑応答	
司会　大橋 隆治　しあわせキャリア支援センター 委員

1-6：ダイバーシティ推進講演会

参加者からの感想・意見

● これまでのキャリアで女性であることはむしろ小児科医
としてもプラスに働き、マイナスと感じた経験はなかった、
というお言葉は女性の学生さん達にも伝えたいと思います。

● 留学しなくても、母校でなくても、素晴らしいキャリア
と実績を形成しておられることに感動しました。先生の能力
と努力、周りを動かし支援を得るお人柄、本当に素晴らしい
と思います。

● すごい経歴をお持ちなのに、苦労話のようなお話ではな
く、患者さんの治療につながれば、という純粋な思いで研究
をされてきたら結果として今のポジションにつながった、と
いうお話で、とても尊敬の念を抱きました。逆に敢えて苦労
話もお聞きしてみたかったです。

● 医局の一人ひとりの立場になって考える、失敗しても何
も失わないという演者の方の言葉に共感しました。そういっ
た考えの指導者に出会えたら幸いですし、そのようになりた
いと思いました。

● 自分でどういう研究者としてキャリアを歩むのか、リー
ダーとなればいいのか考える上で(現在悩んでいる点なので)、
とても良い刺激となった。
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1-7：シンポジウム　キャリアアップとワークライフバランス

研究職志望女子学生を増加させることを目的とした女子学生向けキャリアパスセミナーとして、次世代研究者
育成の一面と併せ、社会で活躍する本学卒業生4名を、学内に講師として迎え、「キャリアアップとワークライ
フバランス～すべては日獣大からはじまった　私にとってのワークライフバランスとは～」を開催した。学生
時代の進路選びから卒業後の歩み、スキルやキャリアの積み上げ方、現職での業務、そして、その中でのパー
トナーや子の親・自分自身の人生との両立について語られ、参加した学生・大学院生から、積極的に質問が飛
ぶ等、裾野拡大に大いに手ごたえがある講演となった。またロールモデルになる4名を目の当たりにしたこと
で、研究者としての人生の歩み方を、より具体的に感じられるセミナーとなった。

【テーマ】　シンポジウム「キャリアアップとワークライフバランス　
　　　　　　　　　　　　～すべては日獣大からはじまった　わたしにとってのワークライフバランスとは～」
【主催】　　日本獣医生命科学大学 ダイバーシティ推進委員会
【日時】　　2024年2月21日（水）　13:30-15:30
【会場】　　日本獣医生命科学大学   E111講義室
【対象】　　日本獣医生命科学大学に所属する教職員、学生、大学院生
【参加者】　　　43名
【内容】
木原 友子氏	 「研究・ライフバランス」
日本獣医生命科学大学 シェルターメディスン社会連携講座 助教
塩川 舞氏	 「私と研究とライフワークバランス」
日本獣医生命科学大学 シェルターメディスン社会連携講座 助教
藤原 摩耶氏	 「野生動物保全の夢と幸せの実現に向けて」
京都大学 野生動物研究センター 特定准教授
家田 真由氏	 「自分らしく働き続けるために」
味の素 冷凍食品株式会社 マーケティングDX推進部 マネージャー

参加者の意見

●　多角的かつ多くのことを学べる研修だった。今後の学生
指導にも活かしたい。	

●　色々な学科を卒業された方のお話しを聞くことができた
のが良かった。普段、自分が在籍している学科に関する話題
しか聞く機会がないので、他学科の先輩方のキャリアやご活
躍についても学べて良かった。

●　学科に偏らない素晴らしいロールモデルの先生方のお話
しが聞けて、とても良い研修だった。このような研修が継続
して行くと良いなと思う。また、自分の研究者人生と照ら
して、初心に戻った。

●　多くの学生・大学院生・本学の入学を目指す受験生にも
聴講してもらいたい内容と感じた。今後の進路やキャリアパ
スを描きながら人生を進めてゆく手掛かりになる素晴らしい
講演だった。
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日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社では、研究者のワーク・ライフ・バランスと研究
に関する悩みや問題を相談し、一人ひとりの状況やニーズに応じたキャリア設計が可能となるように産学横断
型キャリア相談窓口を運営。

【名称】	 　みんなで支えるしあわせキャリア相談窓口　
【対象】	 　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社に所属する研究者
【相談対応】　しあわせキャリア支援センター担当者、メンター、学内外の連携機関
【相談方法】　対面、電話、オンライン、メール
【相談内容】　研究、キャリア、仕事と家庭（結婚、出産、育児、介護等）の両立、留学など
【相談時間】１回あたり50分とする。回数の制限は設けない

【2022年度利用実績】　1件（対面1）

日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社では経験を積んだ先輩研究者が、若手研究者を側
面から支援することによって育成を図り、女性研究者のキャリア継続、研究力の向上、上位職への登用に資す
ることを目的としたメンター制度を実施。2023年度の登録メンターは26名。
また、メンター制度が気軽に利用されることを目指し、メンターインタビューのメール配信とウェブサイト掲
載を実施している。2023年度は2名のメンターにインタビューを実施した。

【名称】	 　  つなぎ、支え、前進する　~One Health メンター制度~
【メンティ】     日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社に所属する研究者
【メンター】     日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社に所属する研究者
【方法】　　　 対面、電話、オンライン、メール
【内容】　　　 研究、　キャリア形成、　進路、　仕事上行き詰まった時の対応、
 　　　　　　家庭（育児・介護など）と仕事の両立、　部下・学生の指導・育成
【期間】　　　  3 か月未満とする
【時間・回数】 時間：30 分～ 1 時間以内　回数：1 か月に１回以上３回以内　業務時間内に実施

【2023年度利用実績】　0件

2:女性研究者の研究力向上とリーダー育成のための取り組み

2-1：産学横断型キャリア相談窓口

2-2：産学横断型メンター制度
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2-3：留学支援

2019年度に実施した日本医科大学と日本獣医生命科学大学教員を対象したアンケート結果では、留学未経験
者の女性研究者にとって留学を妨げる要因として、留学中の育児への不安が多く挙げられた。この結果を踏ま
え、本事業では女性研究者の研究力向上の一環として留学の支援を行っている。2023年度は以下の取り組み
を実施した。

１．留学アドバイザー制度の運営
日本医科大学の留学経験のある研究者がアドバイザーとして、留学に関わる疑問や悩みについて経験に基づい
てアドバイスをする制度。アドバイザーには日本医科大学に所属する8名を登録。2022年度の制度利用者1名
がアドバイスを活用し、2024年度の留学実現に至った。

【2023年度利用実績】　0名　

２．留学に関わる講演会の開催
学校法人日本医科大学国際交流センターと共催し、「日本から世界へ～ 米国で臨床医として働く 自分自身で切
り拓くキャリアの魅力」を開催した。日本医科大学を卒業後に米国で臨床医として働く3名が、それまでに歩
んだ道のりや米国で医師として勤務する実状や働き方を講演した。

【主催】　学校法人日本医科大学 国際交流センター
              学校法人日本医科大学 しあわせキャリア支援センター
【日時】　2023年5月17日(水)　18:00~20:30
【会場】　日本医科大学 教育棟講堂+オンライン+アーカイブ配信
【対象】　海外での活動、渡米に興味のある学生・研修医・大学院生・教職員
【講師】　宮下 智氏　　タフツ大学　循環器内科臨床フェロー
　　　　里井 セラ氏　マウントサイナイ医科大学関連病院　内科レジデント
　　　　古田 穣氏　　ヴァンダービルト大学病院　小児科レジデント
【司会】　根岸 靖幸　日本医科大学 微生物・免疫学教室 准教授

３．留学先に関わる情報提供
アンケート調査および各種情報源を使い、
以下の情報提供を本事業のウェブサイトで継続している。

①　海外研究留学情報
②　提供者別の海外留学に関わる奨学金情報
③　地域別の育児保育環境を含めた生活情報
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2-5：外部資金獲得に向けた支援

日本医科大学と日本獣医生命科学大学は、女性研究
者の研究力向上とキャリアアップを推進することを
目的として、学術雑誌への投稿論文の英文校閲にか
かる費用を助成している。

【応募資格】
日本医科大学、日本獣医生命科学大学に所属する
女性研究者　（常勤教員（特任含む）及びポスドク研究員）

【対象】
1 学術雑誌の投稿論文
助成の対象とする「学術雑誌」の基準について 原則として、
以下の基準に合致することが求められます。審査の際に雑誌
に関する資料の提出をお願いすることがあります。
ⅰ.  査読が行われる英文の学術雑誌である
 （学会要旨は対象外）
ⅱ.  投稿規定や編集委員の情報などが英文で公開されている
ⅲ.  論文、もしくは論文要旨を、Web等を通じて世界の研究者が閲覧できる
ⅳ.  原著論文、総説、症例報告いずれも可

２ 著者および論文の完成度
・ 自身が主たる著者（筆頭または責任著者）として発表する著作物である
・ 申請時点で英語論文の執筆が既に終了しているもの

【2023年度支援実績】　　
日本医科大学　　　　　　10名
日本獣医生命科学大学　　1名

１．動画講座と研究計画書添削の支援
日本医科大学は、意欲ある優れた研究能力を有する研究者に対し、研究力強化の支援を目的に、学内委員会と
連携を図り、外部専門機関による科学研究費助成事業（科研費）獲得に向けた動画講座と研究計画書添削の支援
を実施した。

【対象】前年度の科研費の申請結果で不採択の評価が「A判定」であった、
             日本医科大学に所属する女性研究代表者

【2023年度支援実績】　 　7名　

2-4：英文校閲費用助成制度
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2．研究費獲得に向けたセミナーの開催

これまで実施してきた研究費獲得支援の取組から、申請経験のない研究者に向けたセミナー等を希望する声が
多く上がっている。今回は主に令和7年度の科研費申請を目指す申請初心者や経験の浅い研究者を対象に、科
研費申請の基本とコツを学ぶことで研究費獲得の一助になることを目的とする。

【テーマ】　科研費獲得を目指した申請書の書き方のポイント～初めて応募する申請者のために～
【主催】　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社
【日時】　2023年11月16日（木）　17:00-19:00
【開催】　日本医科大学教育棟講堂+オンライン+オンデマンド
【対象】　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社の教職員、学生、大学院生
【講師】　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社の教職員
【参加者】　66名

【講師】　児島 将康氏　久留米大学 分子生命科学研究所 遺伝情報研究部門　教授
【内容】
第1部　（会場+オンライン）
講演　「科研費獲得を目指した申請書の書き方のポイント　～科研費に初めて応募する研究者のために～」
質疑応答
第2部　（会場）
科研費申請書の公開添削
質疑応答

司会　眞野あすか　　しあわせキャリア支援センター 委員

● 安易なマニュアルではなく、自分に足りないものを客
観的な立場から指摘していただけたところが非常に参考に
なった。

● 評価者として、指導者として申請書の添削をされるお
立場として、非常に実践的な内容で参考になりました。ま
た事前質問にも丁寧に回答くださった内容も参考になりま
した。

● 具体的な文章の修正の仕方を提示してくださったこと。
少し変えるだけで全然見え方が変わると感じた。

●　「目的」「独自性」「創造性」「問い」などの項目を分か
りやすいように分けて書くという点がとても参考になった。

参加者からの意見
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2-6：プレゼンテーション力向上セミナー

研究者としてのキャリア形成のためには、国際・国内の学会や研究会において効果的に研究成果を発表する必
要がある。多くの研究者がプレゼンテーションスキルの必要性を実感している。2023年度は、2022年度に実
施したプレゼンテーションに関わるセミナーのうち「英語論文の書き方（基礎編）」をさらに深めた「英語論文
の書き方（実践編）」を開催した。繰り返し視聴できるオンデマンド配信を行い、プレゼンテーションスキルの
向上を目指した。

【テーマ】　日英語論文の書き方　実践編　（全3回）
【主催】　日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社
【対象】　連携機関と全国ダイバーシティネットワーク東京ブロック参画機関に所属する教職員・学生
【開催】　オンライン（Webex）
【日時】　  2023年12月5日（火）、12日（火）、19日（火）　17:00-18:00
【参加者】　3回 合計119名
【講師】  　小野 義正氏　元理化学研究所創発物性化学研究センター
【司会】　  遠田 悦子　しあわせキャリア支援センター 委員

第1回　英語らしい英語の書き方			   参加者　60名
第2回　日本人英文を脱するために			  参加者　54名
第3回　日本人英文の間違いと論文の改訂・推敲	 参加者　55名

参加者の意見
　
● 実例を示しながら、日本語特有の表現と英語表現におけ
る違いを分かりやすく、まとめて頂いたので、科学論文用の
文章作成方法についての理解が進みました。
	
● 一文の中の語順、時制の選択の重要さ、語句の選択、英
文ライティングを学ぶ態度、方法、アイデアなど、講演のど
の部分も非常に示唆に富んで役立つものでした。

● 短文で適切な動詞を活用することを意識したい。

● これは良い、悪い、を例を挙げて説明していただき、知
識の整理・確認に役立ちました。

● あいまいな表現を使いがちであることを自分でもわかっ
てはいましたが、具体的にどのように修文するべきなのか悩
んでいました。今回、先生より具体的に言い換えの例文をお
示しいただき、大変納得しました。

● 「英文校正は魔法ではない」、という言葉が刺さりました。
英文校正に丸投げではだめだということがよく分かりました。

● 英語をより良く直してもらうためには、論理や構成をし
っかり吟味して、それなりのレベルの論文を書く必要がある
ということがよく分かった。
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日本医科大学における女性の上位職への積極登用に向けた取り組みとして、講師（教育担当）及び准教授（教育
担当）の任用制度を活用し、教育に優れた資質や経験を有している女性に指導層として活躍してもらい、優れ
た女性上位職を増員する。この制度で積極的に女性活躍を推進する。

2023年度　登用者数　講師（教育担当） 　4名、准教授（教育担当） 　5名

日本医科大学では、女性研究者の上位職への積極登用に向け、学長による次の取り組みを実施した。

１　学内重要会議でのプレゼンテーション
教授会などの会議において多様な人材の協働（女性教授数の問題解決、女性上位職登用比率の是正等）に関する
啓発を実施した。

２　学長と分野責任者による戦略会議　
女性上位職候補者在籍の分野責任者との上位職登用に向けた戦略の打ち合わせを実施した。

３　女性上位職候補者のコンサルティング機会の企画　
女性上位職候補者に対し、個別にコンサルティングを実施した。

3:女性研究者の上位職への積極的登用に向けた取り組み

3-1：教育担当の講師および准教授任用制度の活用

3-2：学長による取り組み
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3-3：英語プレゼンテーション講座（個別英語レッスン）

国際学会でのプレゼンテーション、質疑応答に対応できる研究力の向上を目的に、「研究力向上英語プレゼン
テーション講座」としてオンラインによる個別英会話レッスンを開催した。アルクエデュケーション株式会社
に講義および教材作成を委託し、受講者にとって、グローバルな研究活動を視野に入れた専門用語を含む伝わ
りやすい表現、話の進め方等を実際の会話から学び取り、英語でのプレゼンテーションの組み立て方を基礎か
ら理解する機会となった。また、複数回受講できる点でも、より実践的な取り組みとなった。ネイティブ講師
が担当し、実用的な英語プレゼンテーション表現や質疑応答における会話の指導、海外学会報告原稿・発表用
スライド・教材の英語チェック、学会口頭発表・フリートークのレッスン等、各受講者の幅広いニーズに合わ
せ実施された。

【主催】　日本獣医生命科学大学　ダイバーシティ推進室
【日時】　2023年9月1日（金）~2024年3月31日（日）
【開催】　オンラインZoom使用
【方法】	　個別レッスン1コマ25分　（計100コマ）
【利用人数】　延べ参加者  53名　利用率 53 ％

参加者の意見

● 近々、英語で研究分野に関するオンラインミィー
ティングを行う予定があり、その対策のレッスンを受け
ることができ、さらにはオンラインミーティングのコツ
も教えてくれて、当日に備えることができた。

●　テーマに対して、ネイティブ講師自身が関心を持っ
て、適切なアドバイスをくれるため、日常会話よりも専
門性を要する研究関連の話題についても臆することなく
レッスンを希望し、満足に学ぶことができた。

● オンライン個人セッション中に、急いで作成した
ミーティング用の英文をしっかりと確認してくれるので、
自分が伝えたいことを的確に表現する準備をすることが
できた。

●　自身の研究分野である食品について、食品テクスチ
ャーに関するディスカッションにもネイティブ講師が対
応してくれて、今後、研究や学会でのコミュニケーショ
ンに役立てそう。

●　フランクな、とても話しやすい雰囲気で、気負わず
会話ができたので学びやすかった。また、レッスンは丁
寧で、とても分かりやすかった。



【9号】
2024年1月15日発行

内容	
グローバル人材育成の支援
活動報告
コラム_ペットのいるワーク・
ライフ・バランス
女性リーダー育成型採択

【8号】　	
2023年7月15日発行

内容	
女性リーダー育成型事業の紹介と
キックオフシンポジウム報告
コラム_ペットのいるワーク・
ライフ・バランス
活動報告

26 2章　活動報告

日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社では文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダ
イバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型・女性リーダー育成型）」の取り組みについて周知を図る、
ウェブサイトOne Healthを運営している。公募情報、連携機関代表者の挨拶、事業内容、活動報告、ロール
モデル、支援制度、イベント情報、アーカイブス配信など随時更新をしている。

日本医科大学、日本獣医生命科学大学、アンファー株式会社では、文部科学省科学技術人材育成費補助事業　
「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型・女性リーダー育成型）」の取り組みについて周知を図る
ため、ニュースレターを発行している。2023年度は8号、9号を発行した。

4:情報発信と広報

4-1：One	Healthウェブサイト

4-2：ニュースレターの発行
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3 章	 資料
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３章	 資料

One Health 実行委員会規程
 (目的)
第１条　この規程は、学校法人日本医科大学(以下「本法人」という。)が設置する日本医科大学及び日本獣医

生命科学大学の女性・若手研究者のライフイベント及びワーク・ライフ・バランスに配慮した研究環境の整備、
活躍の促進並びに就労及び研究の機会の確保等を図るため、本法人が主導的、牽引的に企業と共同して行う
ダイバーシティ事業を実施するため、本法人内に設置する委員会について必要な事項を定めることを目的と
する。

(定義)
第２条　この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

(1) ダイバーシティ事業
2019年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」をいう。
当該事業は、2019年度に開始し、2024年度に終了する。

(2) 代表機関
ダイバーシティ事業に共同申請した機関のうち代表機関をいい、日本医科大学がこれに当たる。

(3) 共同実施機関
ダイバーシティ事業に共同申請した機関のうち代表機関と共に実施する機関をいい、日本獣医生命科学
大学及びアンファー株式会社がこれに当たる。

(委員会の設置)
第３条　本法人に、ダイバーシティ事業を実施するためOne Health実行委員会(以下「委員会」という。)を置く。
２　日本医科大学及び日本獣医生命科学大学に、それぞれダイバーシティ推進委員会を置く。
３　前項のダイバーシティ推進委員会については、別に定める。

(委員会の構成)
第４条　委員会は、次に掲げる者をもって構成する。

(1) 日本医科大学 学長
(2) 日本獣医生命科学大学 学長
(3) 日本医科大学 研究部長
(4) 日本獣医生命科学大学 研究部長
(5) しあわせキャリア支援センター センター長
(6) 共同実施機関の実施責任者 各1名
(7) しあわせキャリア支援センター長が推薦する者 若干名

２　前項の各委員は、理事長が任命する。

1　One Health 実行委員会
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(委員の任期)
第５条　前条第1項第7号の委員の任期は2年とし、再任を妨げない。ただし、委員が任期中に欠けた場合の後

任委員の任期は、前任者の残任期間とする。

(委員長)
第６条　委員会に委員長を置き、第4条第1項第1号の委員とする。
２　委員長は、委員会を招集し、議長となる。

(副委員長)
第７条　委員会に副委員長を置く。
２　副委員長は、委員のうちから委員長が指名する。
３　副委員長は、委員長を補佐するとともに、委員長が委員会に出席できない場合にその職務を代行する。

(委員会の開催)
第８条　委員会は、必要に応じ、随時開催する。
２　委員会は、委員総数の過半数の出席を要する。ただし、委員が別に定める委任状を提出した場合には、当

該委員は出席とみなす。

(審議事項)
第９条　委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。

(1) 女性・若手研究者の研究の推進に関すること。
(2) 女性・若手研究者のキャリア支援に関すること。
(3) 女性・若手研究者による地域との連携強化に関すること。
(4) 女性研究者の上位職率の向上、離職率の低減に関すること。
(5) 次世代を牽引する女性・若手研究者の育成に関すること。
(6) 女性研究者の積極採用に関すること。
(7) その他委員会が必要と認めたこと。

(議決)
第10条　委員会の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは委員長の決するところによる。
２　前項の出席委員には、委任状提出委員は含まないものとする。

(事務局)
第11条　委員会に関する事務は、しあわせキャリア支援センター事務室、法人本部総務部総務課、日本医科大

学事務局学事部庶務課及び日本獣医生命科学大学事務局事務部庶務課が担当する。

(改廃)
第12条　この規程の改廃は、理事長を経て理事会の議決を必要とする。

附則
この規程は、令和元年10月1日から施行する。
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第１号	 日本医科大学	 学長	 弦間 昭彦
第２号	 日本獣医生命科学大学	 学長	 鈴木 浩悦 
第３号	 日本医科大学　	 研究部長　	 近藤 幸尋
第４号	 日本獣医生命科学大学　	 研究部長　	 近江 俊徳
第５号	 しあわせキャリア支援センター　	センター長　	土佐 眞美子
第６号	 日本獣医生命科学大学　	 教授　	 植木 美希
	 アンファー株式会社　	 本部長　	 長田 康孝
第７号	 日本医科大学　	 大学院教授　	大石 由美子(2023年6月まで）
	 日本医科大学	 教授	 神田 奈緒子(2023年7月から）
	 日本医科大学　	 教授　	 船坂 陽子
	 日本獣医生命科学大学　	 教授　	 小竹 佐知子

One Health 実行委員会　2023年度委員名簿

One Health 実行委員会　2023年度開催日と議題 

2023年度　第1回
日時　2024年1月29日
議題　１　日本医科大学および日本獣医生命科学大学における2023年度共同研究及び研究支援員配置制度
　　　　　利用者の採択についてについて
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     実施日	 主な実施内容	 実施機関

    4月1日	 2023年度研究支援員配置制度 開始

		  2023年度共同研究の補助 開始

		  2023年度病児・病後児及び休日勤務時等の保育支援制度 開始

		  2023年度英文校閲費用助成制度 開始

   5月17日	 国際交流講演会　開催

   6月27日		 ダイバーシティ推進講演会　開催

    6月2日		 2023年度科研費申請書に関わる添削支援 開始

   7月15日	 Newsletter Vol.8 発行

   9月1日		 英語プレゼンテーション講座 開始

   9月21日		 日本医科大学女性研究者による研究成果発表会 開催	

 10月4日		 日本獣医生命科学大学女性研究者による研究成果発表会 開催

 11月16日		 研究費獲得に向けたセミナー 開催	

 11月29日		 女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクト研究 開催 　

   12月5日	 プレゼンテーション力向上セミナー 英語論文の書き方実践編 開催（12/12,19）

   1月15日	 Newsletter Vol.9 発行

   1月29日		 第1回 One Health 実行委員会 開催

   2月21日	 シンポジウム　キャリアアップとワークライフバランス 開催

医…日本医科大学　　獣…日本獣医生命科学大学　　ア…アンファー株式会社

医・獣

医・獣

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣

医・獣医・獣

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア

医・獣・ア

獣

獣

医

2　2023年度 事業取組実施表
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